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1 . 緒言

我々、 熊本大学ソーラーカ ープロジェクトは、 年間を

通してソーラーカ ーとエコ デンカ ーという2種類のモー

タ ーカ ーを製作し、 それぞれ毎年開催される大会 に出場

し、 またより良い結果を残すべく研究開発に取り組むサ
ークルである。 ソ ーラーカ ーとは、 ソ ーラーパネノレから

得た勧1をバッテリー に蓄電し、 その電気エネノレギーを

使いモータ ーで走千子するものである。 エコ デンカ ーは扇

風機並みの小さなモータ ーと乾電池や小型バッテリーを

積んで、 重さおよそ10 0 kgの車両を動かしている。 ソー

ラーカ ーからパネルを除し、て、 全 体的に小さくしたもの

である。 ここでは、 このプロジェクトについて、 また、

昨年度から今年度 にかけての活動 について報告する。

2. プロジェクト概要

このサークノレの部員数は学部生、 大学院生合わせて30

名である。 2013年度の我々の活動の成果は、 主に5つあ

る。まず、8月に行われた鈴鹿サーキットソーラーカ ーレ
ース ENJOY2クラス17チーム中7位。10月に行われた
エコデンレース熊本大会バッテリ一部門22チーム中14

{llo福岡モータ ーショ ーエコカ 一部門優秀賞。 日本工学

教育協会研究講演会での予獄。そして、学外3巨！と学内2

回の展示である。

諸言において、我々はソーラーカ ーとエコ デンカーの 2

離貰を作っていると述べた。 実はエコ デンカ ー製作はソ
ーラーカ ー製作の練習とし、う色合し、が強く、 ソーラーカ
ーは学部1年生から大学院生まで全員が製作するが、 エ

コ デンカ ーは主に学部1年生と 2年生が主体となって設

計、製作を行っている。以下に年間ス ケ、ジュ ーノレを示す。
ソーラーカ ーの年間ス ケジュ ーノレ

4月 新部員勧誘

5月 新車両完成

6月 合同試走会

8月 鈴鹿レース参戦

9月 レースの振り返り

1 0月～2月 新型車両の構想、

2月～4月 設計

3月 一次試走

5月 試作車製作

6月 二次試走

8月 鈴鹿レース 参戦
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エコデンカ ーの年間ス ケジュール

6月 新チーム発足

8月 設計

9月 製作

1 0月 レース参戦

3. 昨年度から今年度にかけての活動
3. 1 ソーラーカー

ソ ーラーカ ーの昨年度チーム における目標は、 完走で

きる車両づくり で、あった。 これは、 一昨年の車両がレー

ス中に車珂到を起こしてしまい完走できなかったためで、あ

る。 この目標を達成するために、 主に3つの取り組みを

行った。 一つ目は、 一昨年のレースで破損したパーツの

修復。 二つ目は、 車両の軽量化や空気抵抗低減などの性
能改善。 三つ目は、 ブラックボックスと化していた電気

回路の明確化である。 これらの取り組みの結果、 レース

では過去最高順位である17チーム中7位、4時間でサー

キット30周（174km)を走破することができた。図1に鈴

鹿ソーラーカ ーレースの様子を示す。

レースが終了し、 昨年度チームの振り返りを行い、 図

2 のように47個の課題をリストアッフ
。
した。それぞれ改

善案を列挙し、 今年度チームの活動 に、 この改善案を反

映させた。主な改善点として、目標性能の明確化がある。

昨年度のチームは実際にレース で走るまで、 どれくらい

の性能を持ったマシンなのかが分からない状態で、あった

からである。 続いて、 性能言十画の実胞である。 そして、

マネジメント においての改善も行うようにした。 今まで

は、 ス ケジュ ールや計画図、 毎週水曜日に行われる会議

での議事録の作成などは行ってこなかったからである。

図l レースの4菜子






